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本日、みなさんに伝えたいこと

モラル教育の題材が身近
↓

自分の事として
捉えて考えられる

↓
やる気がでる



本校での情報モラル教育の流れ

①情報の表現と伝達の工夫で、ピクトグラムで

ＳＮＳ上で困ったことや嬉しかったことを表現

②個人情報のワークショプ「知られてもいい、

知られたくない」をPowerPointで発表（勝田2016）

③LINE教材「楽しいＬＩＮＥのコミュニケーションを

考えよう」の実習でちがいを考えさせる

④生徒にＬＩＮＥトラブルをトーク事例で表現する



①ＳＮＳで困ったことや嬉しかったことを
ピクトグラムで表現させる



作ったピクトグラムについて
ＰＲＥＰ法で発表



②個人情報カードを空間配置して、
人による個人情報の価値のちがいを共有

生徒が主体的に価値観を交流する情報モラルの実践（勝田2016）



③ＬＩＮＥが開発した教材のカードを使い
相手と自分の嫌なことのちがいについて考える



生徒たちが作成したＬＩＮＥトラブルの
ケース別集計結果



神奈川県のＬＩＮＥトラブル一覧（ＬＩＮＥ調査より）

１位

２位

３位

４位

５位



•生徒が作ったトークの事例

１位：トーク言葉の誤解

２位：既読無視、いきなり退会

３位：スタンプ連打

４位：不真面目な対応

５位：スタンプのみの返信

生徒が作ったトーク事例とＳＮＳ調査の比較

•ＳＮＳ調査結果の事例

１位：知らない人から「友達追加」

２位：スタンプ連打

３位：既読無視、いきなり退会

４位：既読無視して相手から文句

５位：会話の最中にスマホ



授業を受けた生徒のコメント



身近な題材にすることで、学習意欲が向上した

題材（問題解決的な学習のテーマ）
身近
であった

切実
であった

実行可能
であった

学習指導要領
（１）ウ
情報の表現・
伝達の工夫

（28年度）茅ケ崎西浜高校に必要なピクトグ
ラムを制作しよう

○75% 53% ◎91%

（29年度）SNSで起こった出来事をピクトグ
ラムで表現しよう

◎86% ○70% ◎83%

学習指導要領
（１）ア
情報と
メディアの
特徴

（28年度）大学学長の入学式でのスピーチは
周りにどう伝わるか

61% 62% ◎80%

（29年度）LINEトラブルをトーク事例で表現
しよう

◎94% ◎86% ◎92%

※ ◎80％以上、○70%以上（28年度回答者数150名、29年度回答者数141名）


